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1 はじめに
テキストから専門用語を抽出する手法は多く提案さ

れているが (例えば文献 [1])，専門文書から常に用語を
収集しつつ人手で用語を管理するには適切な管理ツー
ルが必要である [11]．そこで日常的な用語管理作業と
いう観点に立ち，日本語の専門文書に対する用語収集
機能を持ち，さらに用語間の関係を一貫して登録でき
る用語管理システムを提案する．

2 背景
専門用語辞書を構築する研究は大きく分けて (A)単

言語の用語管理に重視した管理システム [2]，(B)多言
語における専門用語翻訳対を重視した研究 [8])，(C)
用語を ontologyとして概念を固定させて派生関係な
どの集約に重視した研究 [4] [7] (D) 用語内の語構成の
文法的・意味的性質に着目した研究 [5][6][3]が行われ
ている．このように用語を単に抽出するだけでなく用
語を管理して，文書構成や他言語訳語辞書の基本デー
タ，ならび専門分野を理解する上での基本知識として
利用することが期待されている．
上記で取り上げたシステムは英語を含む欧米の言語

が中心であり，形態的な手掛かりを元にした用語抽出
手法が基礎として利用されている．一方で，日本語に
関する用語管理システムでは人手で用語を登録するこ
とが前提になっており，用語抽出システムを取り込ん
でいる物が見受けられない1．また目的として専門用
語の翻訳対の構築が重視されており [9]，欧米のシス
テムのように概念や語構成といった学術的な側面より
も語の登録や入出力の利便性に重点が置かれている．
よって現状では日本語の用語管理システムは (1) 用語
抽出システムを取り込んだ用語管理システムの設計や，
(2) 用語間の関係を登録する機能などが提案されてい
ないように見受けられる．

1例えば google で「用語管理ツール」で検索した結果を参考に
した．

そこで本研究では用語抽出機能を持ち，用語間の関
係を簡単にかつ一貫して記録できる用語管理システム
を提案し，ブラウザベースのインターフェースを利用
できる Ruby on Rails上で構築したので報告する．

3 用語管理システム
まず始めに本研究で仮定する用語管理を行う枠組み

を設定した後，必要要件を整理し，具現化するための
手法とモジュールを明らかにする．

3.1 仮定する用語管理の枠組み
用語かどうかの最終判断は人手で行う．よって判断

以外の作業，例えば用語の一貫した記録や確認のため
の表示などはすべてシステム側の処理として構築す
る．用語は単独では存在しない場合が多いので [1]，用
語間の関係を人手で一貫して定義して表示できる機構
を持つ．作業者が用語かどうかを判定するための基礎
データとして対象とする専門分野のテキストコーパス
が存在すると仮定する．用語候補をテキストから取り
出す用語抽出システムを内部に持ち，候補を作業者に
提示して選択する機構を持つ．この時，日本語は分か
ち書きのために形態素解析システムを利用するが，専
門分野では特定のパターンで区切り誤りを起こすこと
が想定されるので形態素の辞書を修正する機構を持つ
とする．

3.2 要求に基づく用語管理システムの機能
の具現化

前節で設定した用語管理の枠組みを具現化するため
に用語管理システムとして下記の手法や機構を利用
する．

m1 Webブラウザと SQLによるインターフェース
人手による作業を効率的に行い，かつコストを掛
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図 1: 用語管理システムの全体像

けず構築するためWebサイト構築で利用されて
いるフレームワーク (具体的にはRuby on Rails)
を利用する．専門分野テキストや用語，用語間関
係はMySQLによるデータベースに登録して利用
する．

m2 用語抽出機能
登録する専門分野テキストから形態素パターン
を利用して候補となる用語をランク付けして表示
する．このため形態素解析システムを内部で利用
する．

m3 形態素解析システム修正機構
分野に応じて形態素解析システムの出力を変更す
るため，辞書拡張が容易な ChaSenを利用する．
具体的には形態素辞書の登録を作業者が変更する
ことで ChaSenの出力を変える．辞書の登録前・
後で形態素解析システムの出力がどう変わったか
差分を表示できる機構を持つ．

m4 用語間の関係の定義
用語間の関係として基本的な上位，下位関係，同
義，関連の 4 つを仮定する．用語の関係は作業
者が気がついた時に自由に登録できるようにする
(4節参照)．その時，重複した登録や矛盾が無い
ようにする．また検索の際にも上位・下位関係が
全て提示できるようにする．手法として Railsの
ActiveRecordを利用した登録・参照を利用する．

4 用語管理システム
上記で設定した機能を含む用語管理システムの構成

を図 1 に示す．
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図 2: 用語テーブルと用語間関係テーブルの構造

用語管理システムは専門分野テキストデータ，用語，
用語関係，形態素解析システム辞書 (2つ)をDB化し
て持っており，作業者から編集することが可能である．
専門分野テキストデータは NTCIR-1および 2で作成
された論文著者抄録データを利用する．現段階では情
報処理分野の抄録を入れてシステムの挙動を確認して
いる．形態素解析システムは辞書を切り替えて出力さ
せることが可能で，辞書を編集した場合の形態素解析
結果の差分確認が行えるようになっており先行研究で
すでに実装している [10]．今回は用語登録モジュール
と用語間関係登録モジュールについて新たに実装した
ので次節以降で具体的に記述する．

4.1 用語テーブルと用語間関係テーブルの
構造

用語間の関係は基本的なものとして，上位 (Broader
Term (BT))，下位 (Narrower Term (NT))，同義
(Synonym (SS))，関連語 (Related Term (RT)) の 4
つについて人手で一貫して登録する．用語間の関係を
定義づける用語と用語テーブルは一致する必要がある
ので，用語間関係の内容は用語リストの ID間の関係
を記述することになる．よって図 1に示したように，
用語テーブルと用語間関係テーブルの間には 1 対多
関係で関連づける必要がある．用語テーブルならびに
用語間関係テーブルの構造を図 3に示す．用語間関係
テーブルでは 2つの用語を用語 1，2としてそれぞれ
対象する IDを記録する．また関係は用語 1から見た
用語 2に対する関係を登録する．例えば「プログラミ
ング言語」から見て「アセンブリ言語」に対する関係
は NTとする．
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4.2 用語間関係の一貫した登録と検索
用語間の関係を登録する際の問題として，関係は用

語間に対して定義する物であるのに対してMySQLに
おけるテーブルで実装する場合，用語 1と用語 2とい
う方向性のある記述で登録する必要があるという点で
ある．これにより，用語間関係テーブルとして 1つの
テーブルで管理したとしても，登録の際に用語 1と用
語 2を入れ替えた関係を重複して登録されてしまうと
矛盾が生じたり，異なる意味関係を複数登録されるこ
とになる．そこで，作業者が用語間関係を指定する際，
入力された 2つの用語を文字列順でソートし，順位が
低いものを用語 1，順位が高いものを用語 2 として一
貫して登録する (図 3)．ソートの際に作業者が入力し
た順序と異なった場合は，用語間関係がNTや BTの
場合には入れ替えて登録する．

図 3: ソートを利用した用語間関係の一貫した登録

次に，用語間関係の検索を考えた場合，検索対象と
する用語が用語 1に登録されている場合と用語 2に登
録されている場合のそれぞれを検索して集約する．集
約するには用語 1で検索した場合と用語 2で検索した
場合では，用語間関係NTとBT は入れ替えて関係性
を統一する．表示も同様で，検索と指定に対して統一

図 4: 用語間関係テーブル内の様子 (「プログラミン
グ言語」について検索した結果)

して表示を行う．例えば，「プログラミング言語」につ

いて関係ある用語を全て取り出す場合で説明する．用
語間関係テーブル内には図 4に示すように用語 1と用
語 2にそれぞれ登録されているとする．検索アルゴリ
ズムは用語 1側の場合と用語 2側の婆の場合のそれぞ
れを取り出し，関係を統一して表示を行う (図 5)．図
5では検索用語を中心に上位語を左側に，それ以外を
右側に配置し，視認性を高めるため関係を記号で記述
している．さらに，用語関係の記号を検索用語からみ
てどいう関係になるかで統一して記述している．

5 まとめ
本稿では一貫性を考慮した用語登録，および用語間

関係登録機能を持つ専門用語管理システムの実装につ
いて提案した．本提案システムは作業者が対象とする
専門テキストデータをシステムに登録すると用語抽出
器による候補の提示や，作業者が登録した用語に対し
て関係性を一貫して定義することが可能になる．本稿
では特に，用語間関係を取り扱う際には上位，下位関
係といった非対象の関係では常に関係を一貫して登録，
検索する必要があることを明らかにした．また，これ
らをシステムに実装して動作が正しいことを確認した．
今後，用語抽出に関する形態素解析システムのチュー

ニングや収集した用語に対する評価などの操作につい
て検討していく予定である．
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図 5: 用語間関係の表示例 (「プログラミング言語」について検索した結果)
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